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○地球を取り巻く課題 

○佐賀市地球温暖化対策実行計画 

○佐賀市地球温暖化対策地域推進計画 

○佐賀市環境都市宣言 

○佐賀市の環境への取り組み 

九州沖縄ブロック地球温暖化対策事例紹介セミナー 
＜博多市民センター＞ 
平成２４年１月２０日 

佐賀市環境課 

勧興公民館の 
緑のカーテン 
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異常気象 

土壌汚染 森林減少 

砂漠化 

資源枯渇 

大気汚染 

温暖化 

水質汚濁 

地球を取り巻く環境問題 

２ 
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CO2

１７年間で約２８万ｔ‐ＣＯ２増加 （２２．６％増加） 

佐賀市の温室効果ガス排出量の推移 

１９９０年度 ２００７年度 ２０００年度 

特に増えたのは・・・ 
・民生業務部門は１９９０年と比べて９１％増加 

・民生家庭部門は１９９０年と比べて３９％増加 

１２５万トン 
１３６万トン 

１５３万トン 



4 

・パソコン等OA機器の普及 ・卸小売・サービス業の 
店舗営業時間の長時間化 
（２４時間営業） 

・郊外の大型店の増加 

業務系建物床面積の増加（６１％増）に比べて、二酸化炭素の排出量が大きな 

伸びを見せている ⇒ １事業所あたりのエネルギー使用量が増加 

民生業務部門の増加（９１％増）の要因 
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世帯数の増加（１７％増）に比べて、二酸化炭素の排出量が大きな伸びを 

見せている ⇒ 家庭１世帯あたりのエネルギー使用量が増加 

家電製品の普及率・ 

複数保有率が増加。 

民生家庭部門の増加（３９％増）の要因 
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市役所自身の環境負荷低減 

 ２０１４年度までに６%削減する（２００７年度比） 

平成２０年度（２００８年度） 

佐賀市地球温暖化対策実行計画を策定 

佐賀市の事務事業に伴って排出される温室効果 
ガスを削減する計画 

＜目標＞ 

＜内容＞ 
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ミスプリントは 
捨てずに再使用！ 

取り組みの例 

廃棄物の削減・リサイクルの推進 

事務用品の 
共有化 

その他・・・ 
•両面・集約コピーを徹底する  
•エコマーク等の環境ラベルがついた商品を購入する  
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廃食用油の回収 

廃食用油を精製して燃料 
を作り、ごみ収集車で利用 

https://www.city.saga.lg.jp/up_images/s5329_20060414032937.JPG
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省エネルギーの推進 

ノー残業デー（水曜）の徹底 
残業時照明の最小限化 
昼休みの消灯 

 

公用車に 

ハイブリッドカー（４台）・電気
自動車（４台：２３年度）を導
入 

 

その他・・・ 
•上下３階以内の移動は階段を利用する 
•エコドライブを心がける  
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[写真] 図書館屋上の太陽光発電システム 

H22年5月に太陽光発電システムを設置。  

○太陽光パネルの規模      30ｋW 
 
○年間予想発電量 
   約31,000kWh／年 
 
○年間CO2排出量予想抑制効果 
   約11.6ﾄﾝ-CO2／年 

杉の木の年間CO2吸収量 
約828本分 に相当！ 

市立図書館への太陽光発電の設置 
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下水浄化センターで発生する消化ガスを燃料として発電                 
平成２３年４月稼動開始 

消化ガス発電の導入 

○年間予想発電量 
  約3434,000kWh／年 

 
○年間CO2排出量予想抑制効果 

   約1,169ﾄﾝ-CO2／年 
 

家庭の年間CO2排出量 
約２３０世帯に相当！ 
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新エネルギーの導入 

廃棄物発電 
（ごみを燃やす時に発生 

する熱で発電） 

風力・太陽光 
ハイブリッド外灯 
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佐賀市地球温暖化対策地域推進計画の策定 

  行政・市民・NPO・事業者が協働して取り組
む温暖化対策の計画 

 

佐賀市の取り組み 

   佐賀市全体での温室効果ガス排出量を 
  ２０１４年度までに１９９０年度比６%削減する。 

＜目標＞ 

＜内容＞ 
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（千ｔ－CO２）

0 1990年度 2000年度 2007年度 2014年度 2014年度

500

1,000
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『佐賀市地球温暖化対策地域推進計画』の目標 

１９９０年度 ２０００年度 ２００７年度 ２０１４年度 

２０１４年度目標                  （２００７年度比） 

１９９０年度比 

６％削減 

２００７年度比 

２３．３％削減 
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燃えるごみの減量 
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・最終処分場（埋立地）のひっ迫 
・限りある資源の枯渇 
・地球温暖化の加速 
  （ごみ処理の際、大量の二酸化炭素が発生） 
・ごみの処理費用の負担大 
 

ごみ問題 

最終処分場 
CO2 

資源枯渇 温暖化 

費用 
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さらなる削減が必要！ 
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・生ごみの堆肥化（体験型堆肥化講習会） 
・紙類のリサイクル（紙袋の活用） 
・ごみ減量に関する出前講座の利用 

燃えるごみの減量のための取り組み 
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～家庭での温暖化対策の具体的な方法～ 

佐賀市環境行動指針の策定 
 

＜内容＞ 

 市民や事業所が日常生活
や仕事の中で実践すべき具
体的な行動を示す 

＜目的＞ 

 多くの市民、事業所が「佐
賀市環境行動指針」に定め
る行動を実践すること 
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佐賀市環境行動指針 

 エアコンの冷房時の室温設定 ２８℃にしましょう。 

２７℃⇒２８℃にあげると・・・ CO2 約12ｋｇの削減 電気代 約600円の節約       

 近くへの用は、徒歩か自転車を利用  

乗用車から自転車にすると（週１回）・・・ CO2 約52ｋｇ、約２，６４０円の節約 

 再生品や省エネ家電などの環境にやさしい商品を選ぶ 

 食材などは地元産のものを買う 

屋内でできること 

移動のときにできること 

買い物のときにできること 
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・緑のカーテン 

・白熱電球からＬＥＤ電球への切り替え 

・太陽光発電の導入など 

家庭での温暖化対策 
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緑のカーテンコンテスト 

最優秀賞 

第1回緑のカーテンコンテスト入賞作品 

優秀賞 
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キャッチフレーズ 

１人１本、 
みんなで２４万本 

３，３６０トンの二酸化炭素を吸収（カーボンオフセット） 

福岡ヤフージャパン
ドーム１杯分 
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環境学習への参加 
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・佐賀市清掃工場の見学 

・佐賀環境フォーラムへの参加 

環境学習への参加 
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省資源、省エネ、節水、美化活動など環境問題 

に対して意識的に取り組んでいますか？ 

市民の意識調査 

２００７年：６７．２％ 
２０１０年：７９．０％ 
２０１４年：８３．０％（目標） 
 （佐賀市総合計画） 

Yes！  

と回答した人 

の割合 
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●背景 

佐賀の豊かな自然を 
未来の子どもたちへ引き継ぐ 

市全体で環境問題に取り組む 

佐賀市環境都市宣言 

深刻化する環境問題 

●目的 

●手段 
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市をあげて環境問題に取り組み、佐賀市の 
豊かな自然を未来の子どもたちへ引き継いで 
いくために、平成２２年２月１３日に「佐賀市環境
都市宣言」を行いました。 

佐賀市環境都市宣言 
～ トンボ飛び交うまち さが ～ 

水と緑の脊振山(せふりやま) 
春は麦、秋は稲穂の佐賀平野 

干潟広がる有明海 
 この恵まれた自然の中で、わたしたちの先人は、棚田を開き、クリークをめぐらし、
漁に励んで、毎日を懸命に生きてきました。それは自然の恩恵を受けながら、同時に

自然を守る生活でした。 
 ところが今、地球は温暖化をはじめ、大気や水の汚染など、生きものの生存が脅か

される事態になっています。もはや環境破壊はひとごとではありません。 
 わたしたちは、一人ひとりが環境に対する責任を自覚し、この豊かな自然を守り、

育て、未来の子どもたちに伝えていくことをここに宣言します。 
１ わたしたちは、環境について真剣に学習します。 
１ わたしたちは、未来の子どもたちのために今できることを考え、話し合います。 
１ わたしたちは、身近な環境も地球の環境も、ともに守るよう努めます。  
１ わたしたちは、世代や立場を超え、すべての人とともに行動します。 

平成２２年２月１３日    佐 賀 市 

佐賀市環境都市宣言 
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●手段 

市全体で環境問題に取り組む 

① 市民一人ひとりが自ら行動を起こす 

② 地域、事業所、ＮＰＯ、団体、行政等 
    が連携・協力しながら、これまで以上 
    に積極的に取り組む 

佐賀市環境都市宣言 
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連携・協力 

宣言後の主な取り組み 

○市立図書館への太陽光発電の設置 
○道路の街灯、市の施設へのＬＥＤライト導入 
○みどりのネットワークづくり（２４万本植樹） 
○事業所・ＮＰＯのエコチャレンジ応援 
○パーク＆ライドによるバス利用の促進 
○啓発イベントの実施、環境教育の推進 
○市役所自身の環境負荷の低減 
 

行政 

○燃えるごみの減量 
○家庭の温暖化対策 
○市民ひとり１本の植樹 
○環境学習への参加 

市民 

○事業系ごみの「減量計画書」提出 
○中小企業省エネルギー設備等導入促進 
○エコアクション２１の認証取得 
○事業所の温暖化防止活動の実施 
 （緑のカーテンづくり など） 
 

事業所 



32 

  太陽光発電導入補助事業 

佐賀市の環境への取り組み 

＜再生可能エネルギーの利用促進＞ 

佐賀市の全世帯が導入すると
⇒２４８，３４８ｔのＣＯ2削減 

＜内容＞個人住宅及び自治公民館への補助 

＜予算＞個人住宅   ３０００万円（１件上限１０万円） 

自治公民館  １５００万円（１件上限１５０万円） 
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省エネ家電導入の推進 

家庭用ＬＥＤ照明購入補助 
＜当初予算＞ ５００万円 １，０００件分 

＜補助率＞ １／２（上限５０００円） 
６月１・２日のわずか２日間で予定数終了した
ため、予備費充用であと１，０００件分受付し
た。東日本大震災後の省エネ意識の高まり！ 

佐賀市の全世帯が省エネ家電を導入      
⇒４１，３５７ｔのＣＯ2削減 
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＜内容＞  

 佐賀市内に事業所を有する中小企業を対象に、省エネルギー・ 

新エネルギー設備の導入に必要な経費の一部を助成 

 

＜予算＞    １０００万円 

＜補助率等＞  （補助対象経費の１／３以内、上限１００万円） 
 

＜補助対象経費＞ 太陽光発電設備、ＬＥＤ照明機器、その他の                    

           省エネルギー設備等の整備に要する経費 

佐賀県内
初！！ 

中小企業省エネルギー設備等導入促進事業 
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＜内容＞ 
  エコアクション２１の認証を初めて取得する市内の事業者に、
認証・登録に係る経費の一部を補助する。 

 

＜予算＞ １５０万円   
 
＜補助内容＞ 
  登録審査費用・認証登録料の２分の１（上限１５万円）                          
      
 

エコアクション２１認証取得促進補助金 
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地域環境の整備及び環境改善 

 パークアンドライドの導入 

職場 

自宅 

マイカー 

駐車 

（パーク） 

電車 

バス 

（ライド） 

   ＜内容＞パーク＆ライド方式を採用する事業者に対し、ＰＲ用品を提供し、 

         メディアで広報を実施していくソフト事業 

＜予算＞ ５０万円 （のぼり旗の設置・参加者への記念品・広報費用等） 
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公用電気自動車用普通充電設備 
と組み合わせた太陽光発電導入事業 

 

普
通
充
電
器 

 

①太陽光で発電する 

②普通充電器で電気自動車に充電する 

 

③余剰電力は 
売電する 

① 

③ 

② 

④ 
年間１１３，０００円のガソリン代削減 
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佐賀市の公用車に電気自動車を導入しました！ 

 
  電気自動車は、充電した電気を用
いて走行するため、ガソリンを用い
るよりもエネルギー効率が良く、環
境に優しい車として現在注目を集め
ています。 

  １回のフル充電で約２００ｋｍを
走ることができ、電気代も約４００
円程度と一般車のガソリン代に比べ
て約４分の１程度で済みます。 

  主に３．４ｋｗの太陽光発電シス
テムから発電した電力を利用するこ
ととしており、電気代もあまり掛か
らない見込みです。 

トンボ１・２・３号 

 
まほろちゃん号 
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 まとめ 

豊かな自然を 
未来の子どもたちへ引き継ぐ 

全体で環境問題に取り組むことが必要！ 
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環境問題に取り組む時の姿勢 

• 危機は頭の中にある。 
• 危機を具現化する想像力。 
• つけを将来の世代に送らない責任感。 
• 将来のエネルギー問題も重要な課題となっている。 

温暖化対策と再生可能エネル
ギーの活用が今後のカギ！ 


